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質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

1 瀬戸市の大規模地震災害

対策について 

 

【質問趣旨】 

本市は「南海トラフ地震防災

対策推進地域」に指定されて

いる。今年度は防災訓練で新

たな内容を企画するなど、こ

れまでの大規模地震の教訓を

踏まえ様々な対策に取り組ん

でいる。しかし、震災対応は

非常に多岐にわたり、震災発

生後には早急な被災者の生命

と安全の確保が求められるこ

とから、本市の対応について

伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）大規模地震災害への備

え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）福祉避難所と要配慮者

への対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①避難所の収容人数や備蓄などを考える上で、地域の実情に応じた避難者数の想定

が必要と考えるが見解を伺う。 

 

②日本語が不得手であったり、地理に詳しくないなどの外国人居住者には震災時の

混乱や不安を減らすため各種情報提供や表示板などにおいても配慮が必要と考え

るが現在どのような対応となっているか伺う。 

 

③本市では様々な事業者と協定を結んでいるが、要請手順や内容、役割を協定先や

団体加盟業者などに十分に理解していただけているか、また協力先や内容などに

ついての変更など協定内容が確実に機能するよう定期的な確認を行っているか伺

う。 

 

①学校の体育館が震災時の指定避難所となっているが、避難所運営マニュアルでは

要配慮者のための医療・介護、育児・保育などに必要な場所の確認が記載されて

いる。学校の体育館でスぺ－スの確保は可能と考えているか、また確保が困難な

場合にはどのように対応するのか伺う。 

 

②本市では福祉施設を運営する 20事業者と「災害時における福祉避難所としての 

利用に関する協定」を締結している。現在 28 施設、最大 1125 人分の確保ができ

ているが対象者を伺う。 
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（3）避難所開設について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③福祉避難所として避難可能な 28ヶ所の福祉施設には介護施設や障害者施設、保育 

所がある。普段は入居型、通所型など様々な形で運営されている福祉施設である 

が福祉避難所としての機能確保のための準備はされているか伺う。 

 

④福祉避難所となる 28の施設の中には入居型の施設もある。特にこのような場合、 

既に利用者がいることから、施設職員が避難者の対応をする事は困難なことが 

予想されるがどのような対応をお考えか伺う。 

 

①必要に応じ瀬戸市災害対策本部は避難所開設指示を出すこととなっている。 

大規模地震により被害が甚大な場合は速やかに指示が出されると考えるが、 

どのように判断し、避難所開設を指示するのか伺う。 

 

②混乱した状況において速やかな避難所開設ができるよう、避難者名簿用紙や 

掲示物など運営に必要な各種様式や事前準備ができるものについてはあらかじめ 

作成し、必要な道具についてもすぐに使えるよう準備をしておくことが、少しで 

もスム－ズな開設に繋がると考えるが見解を伺う。 

 

③地域住民による避難所開設と実情に応じた運営が円滑に行えるよう、現地での 

訓練は重要と考える。今年度の瀬戸市総合防災訓練では避難行動や避難所開設 

訓練など実践的な内容の実施を各地域へ提案しているが、現時点での各地域の 

対応状況を伺う。 
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（4）今後の方針について 

 

①国は地域の防災・減災などに役立ち、大規模自然災害時等に最悪の事態を避け、

地域対応力の増進を図る総合的な計画である「国土強靱化地域計画」の策定を各

市町村にも推進している。今後、本市において地域計画を策定するお考えはある

か伺う。 

 

②大規模災害により甚大な被害が発生すれば行政だけの対応は難しいと考える。 

民間事業者との連携も重要であるが、市民の「自助」「共助」が不可欠である。 

地域毎に開催する防災訓練は意識の向上にも非常に有効と考えるが、訓練も 

含め、どのように「自助」「共助」を高めていくのか今後の方針を伺う。 


